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一

゜。）
。

空

観
に

は

真
の
h

恵

味
と

目
的
が

あ
る
。

そ

れ
は

縁
起
の

立

場
に

立

っ

て

戯
論
を

寂
滅
す

る

こ

と
で

あ
る

。

す
る
と

縁
起
の

故
に

空
と

な
り、

空
な

る

も

の

が

縁
起
に

な

る
。

縁
起
は

存
在
の

理
法
で

あ

り
、

先
生
の

謂

わ

ゆ
る

「

自

性
そ

の

も

の

が
そ
の

成
立
の

た
め

に

縁
起
関
係
を
必
要
と

す

る

の

で

あ
る
。

」

こ

の

場

合
先
生
の

謂
ゆ

る

自
性
と

は

空
を

超
え
た

有
で

あ
り、

書
簡
の

「

禅
の

観
点
」

を
「

仏
教
の

観
点
」

に

置
き

換
え

れ
ば
、

先

生
の

立

場
は
一

貫
し
て

い

る
。

「

空
」

に

否
定
の

意

味
を

見
る

と

同
時

に

肯
定
の

意
味
を
見
る

考
え

方
が
ナ
ー

ガ
ー

ル

ジ
ュ

ナ

に

「

中
道
」

と

呼

ば

れ

て

い

る

考
え
方
で

あ
り

、

自
性
と

縁
起
の

関
係
を

考
え
る

上
で

重
要

で

あ
る
と

先
生
は

考
え
て

お

ら

れ
る
。

　

縁
起
U
無
自
性
と

い

う

存
在
構
造
が

却
っ

て

自
性
的
有
に

な
り、

私
が

「

真
空
11
妙

有
の

論
理
構

造
」

（
『

仏
教
に

お

け
る

聖
と

俗
』

所
収）

で

述

べ

た

よ

う
に
、

排
中
律
排
除
の

論
理

マ
⊃

〜
×

昌
嘱
」

（
空

即

是
色
）

の

木
村
の

公
式
が

こ

こ

に

も

成
立
す
る

の

で

あ
る

。

受
戒
健
度
に

於
け

る

仏
伝

龍

　
凵

　
明

　
生

　
は

じ

め

に

　

諸
部
派
の

律

戴
の

中
、

『

パ

ー
リ

律
』

、

『

四

分

律
』

、

『

五

分
律
』

の

受

戒
健
度
に

は

所

謂
仏
伝
が

説
か

れ

て

い

る
。

こ

の

部
分
を
仏
陀
の

伝
記
と

単
純
に

見
な

す
こ

と
に

つ

い

て

は

問
題
で

あ
る。

こ

の

こ

と

に

つ

き
、

既

に

種
々

論
ぜ
ら

れ
て

い

る
。

ま
た

所

謂
仏
伝
が

語
ら
れ
る

目
的
に

つ

い

て

も
検

討
が

加
え

ら

れ
、

受
旦｛
足
戒
の

儀
式
が

幾
つ

か

の

段
階
を

経
て、

最

終
的
な
形

式
で

あ
る

三

師
七

証
に

よ

る

十
衆
白
四

羯
磨
が

制
定
さ

れ
る

に

至
る

ま
で

の

経
過
を

述
べ

る

こ

と

を
目
的
と

す
る

も
の

で

あ
る

と

さ
れ

て

い

る
。

こ

こ

で

は

『

四

分

律
」

巻

第
三

レ
一

「

受

戒
撻
度
」

を

取
り

ヒ

げ、

釈
尊
自
身
の

受
戒
と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

検
討
し

て

み

た

い
。

　
一
、

受

戒
の

意

義
に

つ

い

て
。

受
け

る

戒
の

種
類
に

よ
り、

そ

の

意
義

も
一

様
で

は
な
い

が
、

後
に

受
具
と

見
な

さ

れ

る

受

戒
は、

比
丘
と
な
る

こ

と

で

あ
り、

そ

の

こ

と

は

ま
た

僧
伽
の
一

員
と

な

る

こ

と

を

意

味
す

る
。

　
二
、

『

四

分
律
』

「

受
戒
撻
度
」

に

於
い

て

使
用
さ

れ

て

い

る

釈
尊
の

呼

称
に

注
目
す
る
に
、

釈
尊
の

誕
生
か

ら

初
転
法
輪
に

至
る

ま

で

の

叙
述
に

お

い

て
、

釈
尊
を

指
示

す
る

に

際
し

て

「

比
丘
」

と

い

う
表
現
で

以
て

記

述
し

て

い

る

箇

所
は
一

例
も

見
出
せ

な

い
。

 
先
祖
の

王

か

ら

次

第
し

て、

「

悦
頭

檀
有
子

。

名
菩
薩

。

菩

薩
有
子

。

名
羅
喉
羅

。

北
方

國
界

雪

山
側

釋
種
子
」

（
→°
悼

卜⊃一
圃

遷
げ
〉

と

あ
り、

浄

飯
王
の

子
と

し
て

の

釈
尊

の

名
は

「

菩
薩
」

で

あ
る

。

 
そ
し
て

仏
伝
中
の

地
の

文
の

成
道
に

至
る

ま
で

の

記
述
は

、

］

貰
し
て

「

菩

薩
」

を

使
用
し
て

い

る
。

 
摩
竭
王

が

釈
尊
に

言

及
す
る

際
に

代
名
詞
「

彼
」

を
用
い

て

い

る
。

 
釈
尊
が

訪
ね

た

二

人
の

聖

仙
（
阿
藍
迦
藍
お

よ

び
欝

頭
藍

子）

は

「

瞿
曇
」

と

呼
び

掛

け
て

い

る
。

 
修
行
仲
間
の

五

人
は
各
々

釈
尊
を

「

瞿
曇
沙
門
」

で

以
て

示
し
て

い

る
。

「

時
五

人

各
各
厭
捨

而
去

。

自
相
謂
言

。

此

瞿
曇

沙
門

狂

惑
失
道

。

豈
有
真

實
道
耶
」

（

→．
卜。

卜。層
¶

°。

冨）

と、

修
行
が

成
就
せ

ず

苦

行
を
捨
て

去
っ

た

時
の

釈
尊
を
批
判
す
る

と

き
に

使
用
さ

れ
て

い

る
。

 

成
道
後
の

地
の

文
に

於
い

て

は
、

こ

れ
ま

で
一

貫
し

て

使
用
さ

れ

て

き

た

「

菩
薩
」

の

語
に

代
わ
っ

て
、

コ

世
尊
」

「

佛
」

「

如
来
」

の

語
が

使
用
さ

378（1470）
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れ
て

い

る
。

こ

の

こ

と
は

会
話
文
の

中
に

お

い

て

も

同
様
で

あ
る

。

 
成

道

後
の

釈
尊
に

初
め
て

会
っ

た

時
の

五

比
丘

の

釈

尊
へ

の

呼
び

掛
け
は

「

汝
」

「

瞿
曇
」

と

い

う
表
現
で

あ
る

。

「

五

比
丘
遙
見
世
尊
來

。

各
各
相

誠

敕
言

。

此
瞿
曇
沙

門
。

行
不
著
路
迷

荒
失
志。

若

來
至

此
。

汝
等

莫
與

言

語
。

亦
莫

禮
敬

。

更

別

施
小

座

令
坐

。

」

（

→鹽
NN

》
『

。。
『

o）

五

比

丘

の

「

汝
」

「

瞿
曇
」

の

使
用
に

対
し

、

釈
尊
は
こ

の

語
で

以
て

自
身
に

呼
び

掛
け

る

こ

と

を

禁
止
さ
れ
る

。

「

五
比
丘

見
如
來
坐
已

。

皆
稱
名
汝
如

來
。

時

佛
告
五

比
丘

言
。

汝

等
莫
稱
名
汝

如
來

。

至

真
等
正
覺

。

如
來
威
神
無

量

最
勝

。

汝
若
稱
名
汝

如
來

。

長
夜

受
苦
無
量。
」

（
紹

』
ト。

為
。。
→

o）

仏
陀

と

な
っ

た

釈
尊
に

対
し
不

適
切
で

あ
る

と
。

　
三
、

釈
尊
の

出
家
の

描
写
に

つ

い

て

は

鬚
髪
を
剃
り、

袈
裟
を

著
し
、

家
を

出
て、

鉢
を
持
ち

乞

食
す
る
と

あ
る

。

こ

れ
は
正

し
く

受
戒
す
る

時

に

必

要
な

条
件
で

あ
る

。

釈
尊
は
こ

こ

で

比
丘
と

な

っ

た
と

言
っ

て

よ

か

ろ

う
。

従
っ

て

こ

の

時

点
以

降
の

地
の

文
は

釈
尊
を
示
す
の

に

「

菩
薩
」

で

は

な

く、

「

比
丘
」

と

表

記
す
る

の

が

妥
当
で

あ
ろ

う
が
、

そ
の

よ

う

に

は

な
っ

て

い

な

い
。

　
む

す
び

　

出
家
す

る

と

同
時
に

比
丘
に

な
っ

た
と

見
な

す
こ

と

が

自
然
と

思
わ

れ

る

け

れ
ど
も

、

律
蔵
の

立

場
か

ら

は、

比
丘
か

ら

仏
陀
に

な

る
と

す
る

こ

と

は

何
か

不
都
合
な
こ

と
が

有
る
の

か

も
し
れ

な

い
。

比
丘
が

修

行
し
て

も

仏
陀
に

な

る

こ

と

は

不

可
能
で

あ

り、

た
だ

菩
薩
の

み

が

可
能
で

あ

る、

と

い

う
前
提
が

あ
る
か

と

思
わ
れ
る

。

そ

う
で

あ
る

な
ら
ば
地
の

文

の

「

菩
薩
」

と

名
（
幼

名）

の

「

菩
薩
」

と

は

質
的
に

区
別
さ
れ
る

べ

き

で

あ
ろ

う
。

他
の

諸
律
の

検
討
に

よ

り

解
決
の

手
掛
か

り

が

得
ら
れ

る

で

あ
ろ

う
。

吉
蔵
と

『

摂
大
乗
論
』

藤

野

泰

　
二

　

本
稿
は

、

吉

蔵
（
五
四

九
−

六
二

三
）

の

『

摂

大
乗
論
』

に

対
す

る

扱

い

及
び

著
作
中
に

お

け
る

『

摂
大
乗
論
』

の

引
用
の

調
査
と

そ

の

理
解
に

つ

い

て
、

仏
身
論
の

問
題
と

絡
め

て

考
察
し
た
も
の

で

あ
る

。

　

吉

蔵
の

著
作
中
に

お

け
る

『

摂
大

乗
論
』

の

引
用
を

調
べ

る

と、

明
確

に

書
名
を

挙
げ
て

『

摂
大

乗
論
』

を
引
用
・

関
説
し
て

い

る

箇
所
が

見
ら

れ
た

の

は

現
存
二

六

部

の

う

ち
一

七

部
で

あ
る

。

『

摂

大
乗

論
』

を

引

用
・

関
説
し

て

い

る

回
数
は
、

『

法

華
玄
論
』

四

九
回、

『

勝
鬘
宝
窟
』

二

七
回、

『

中
観
論
疏
』

二

六
回、

『

法

華
論
疏
』

二

四

回
、

『

法

華
統
略
』

「

八

回
、

『

法
華
義
疏
』

冖

五

回
、

『
大
乗
玄
論
』

】

三

回、

『

百
論
疏
』

九
回、

『

浄
名
玄
論
』

八

回
、

『

十
二

門
論
疏
』

六

回、

『

維
摩

経
義
疏
』

三

回、

『

法

華
遊
意
』

二

回、

『

三

論
玄
義
』

一

回
、

『

仁
王

般

若
経

疏
』

一

回、

『

金
剛

般
若

経
疏
』

】

回、

『

観

無
量

寿
経

義
疏
』

一

回、

『

維
摩

経
略
疏
』

　冖

回
で

あ

り、

総
数
は

二

〇
五

回
で

あ
る

。

　

次
に

、

吉
蔵
の

仏
身
論
に

つ

い

て、

特
に

法
身
と

応
身
と

の

関
係
に

つ

い

て

考
察
す
る

。

吉

蔵
の

仏
身
論
の

特

徴
と

し
て

挙
げ
ら
れ
る

の

は
、

吉

蔵
が

経
・

論
に

お

い

て

説
か

れ

る

仏
身
論
を
ま
と
め

あ
げ
よ
う
と

す
る
態

度
で

あ
る

。

吉

蔵
は

当
時
ま

で

に

現
れ
て

い

た
さ
ま

ざ
ま
な
仏
身
論
の

教

説
を

収
集
し、

そ

れ
ら
を
会

通
し
よ

う
と

努
力
し
て

い

る
。

そ

の

た

め

多

く
の

経
・

論
の

引
用
を
な
し、

そ

れ
ぞ

れ
の

仏
身
論
を
併
記
す

る
。

吉
蔵

は

『
法
華
玄
論
』

に

お

い

て

諸
経
・

論
の

仏
身
論
（
二

身
説
・

三

身
説
・
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